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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第75期

第１四半期連結
累計期間

第76期
第１四半期連結

累計期間
第75期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 （千円） 1,884,593 1,714,230 8,127,504

経常利益 （千円） 410,268 88,126 1,082,895

親会社株主に帰属する四半期(当

期)純利益
（千円） 347,053 96,305 624,317

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 317,519 32,261 697,514

純資産額 （千円） 9,949,472 10,186,376 10,176,241

総資産額 （千円） 20,730,118 20,328,361 20,271,750

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 0.77 0.21 1.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 31.5 32.9 32.8

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

しておりません。

４　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。
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２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の増加、高水準の企業収益を背景とする設備投資の増

加、また、雇用環境の改善が続くなかでの、個人消費も持ち直しなど回復基調を持続しております。

かかる情勢の下での当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の財政状態及び経営成績は、以下の

とおりです。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については、遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を

行っております。

 

a.財政状態

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ56百万円増加し、20,328百万円となりまし

た。主な要因は、関係会社株式の増加などによります。

また、負債は、前連結会計年度末に比べ、46百万円増加し、10,141百万円となりました。主な要因は、社債が増

加したことなどによります。

この結果、純資産は前連結会計年度末に比べ10百万円増加し、10,186百万円となりました。

 

b.経営成績

売上高は、1,714百万円と前年同四半期に比べ170百万円（9.0％）減少し、営業利益は、36百万円と前年同四半

期に比べ39百万円（52.2％）減少しました。経常利益は、ソレキア株式会社の株式追加取得などによる持分法によ

る投資利益が生じたものの、前第１四半期連結累計期間の持分法適用関連会社に係る負ののれん分の持分法による

投資利益366百万円がなくなったため、88百万円と前年同四半期に比べ322百万円（78.5％）減少しました。また、

親会社株主に帰属する四半期純利益は、96百万円と前年同四半期に比べ250百万円（72.3％）の減少となりまし

た。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

イ.製造供給事業

本事業においては、押出機・試験機の売上高及び営業利益が増加したものの、他事業の減少により、売上高は

661百万円と前年同四半期に比べ50百万円減少し、セグメント損失は15百万円（前年同四半期セグメント損失21百

万円）となりました。本事業は下半期に売上が偏る傾向にありますが、通年を通して堅調に推移するものと考えて

おります。

 

ロ.住宅関連事業

本事業においては、マンションの建設を控えていることにより、売上高は1,158百万円と前年同四半期に比べ108

百万円減少し、セグメント利益も8百万円と前年同四半期に比べ11百万円の減少となりました。

 

ハ.投資・流通サービス事業

本事業においては、売上高は98百万円と前年同四半期に比べ49百万円減少し、セグメント利益は32百万円と前年

同四半期に比べ22百万円の減少となりました。

 

（２）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,800,000,000

計 1,800,000,000

（注）平成30年６月27日開催の第75回定時株主総会において、当社普通株式について10株を１株に併合する旨、及び株式

併合の効力発生日である平成30年10月１日をもって、発行可能株式総数を1,800,000,000株から180,000,000株に変更

する定款の変更を行う旨が承認可決されました。

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 450,993,208 450,993,208
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 450,993,208 450,993,208 － －

（注）平成30年５月21日開催の取締役会において、株式併合の効力発生日である平成30年10月１日をもって、単元株式数

を1,000株から100株に変更することを決議いたしました。

なお、株式併合後の発行済株式総数は、405,893,888株減少し、45,099,320株となります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 450,993 － 2,077,766 － 973,803

（注）平成30年６月27日開催の第75回定時株主総会において、株式併合に係る議案が承認可決されております。これによ

り、株式併合の効力発生日である平成30年10月１日をもって、発行済株式総数は45,099千株となります。

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式              902,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式          449,323,000 449,323 （注）１

単元未満株式 普通株式              768,208 － （注）２

発行済株式総数 450,993,208 － －

総株主の議決権 － 449,423 －

（注）１「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式2,420,000株が、「議決権の数」の欄に

は、証券保管振替機構名義の議決権の数2,420個がそれぞれ含まれております。

２ 「単元未満株式」には、当社所有の自己株式957株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

フリージア・マクロス㈱
東京都千代田区神田東松下

町17番地
902,000 － 902,000 0.20

計 － 902,000 － 902,000 0.20

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、清流監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,668,910 2,868,496

受取手形及び売掛金 1,233,724 953,357

たな卸資産 4,320,169 4,516,560

その他 755,855 506,954

貸倒引当金 △25,059 △21,183

流動資産合計 8,953,599 8,824,185

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,927,023 2,927,023

機械装置及び運搬具 1,529,460 1,530,749

土地 5,194,707 5,194,707

その他 160,144 160,334

減価償却累計額 △2,945,560 △2,993,549

減損損失累計額 △230,302 △230,302

有形固定資産合計 6,635,472 6,588,963

無形固定資産   

借地権 297,891 297,891

その他 25,281 24,972

無形固定資産合計 323,173 322,863

投資その他の資産   

投資有価証券 269,960 251,602

関係会社株式 3,754,687 4,000,896

長期貸付金 103,581 87,850

繰延税金資産 32,024 48,951

その他 227,318 232,297

貸倒引当金 △28,067 △29,248

投資その他の資産合計 4,359,504 4,592,349

固定資産合計 11,318,150 11,504,176

資産合計 20,271,750 20,328,361
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 1,062,928 ※１ 1,079,099

短期借入金 553,313 572,210

1年内返済予定の長期借入金 1,752,027 1,750,509

1年内償還予定の社債 211,000 236,000

未払金 225,162 222,814

未成工事受入金 16,595 11,789

未払法人税等 253,202 245,096

完成工事補償引当金 35,613 31,240

賞与引当金 27,010 65,930

その他 602,291 738,435

流動負債合計 4,739,144 4,953,126

固定負債   

社債 425,500 569,000

長期借入金 4,127,923 3,846,106

繰延税金負債 162,176 160,769

退職給付に係る負債 35,878 37,102

負ののれん 177,718 172,241

その他 427,166 403,638

固定負債合計 5,356,363 5,188,858

負債合計 10,095,508 10,141,985

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,077,766 2,077,766

資本剰余金 973,816 973,815

利益剰余金 3,702,714 3,776,904

自己株式 △19,732 △19,745

株主資本合計 6,734,563 6,808,741

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △99,176 △120,434

為替換算調整勘定 3,386 468

退職給付に係る調整累計額 7,177 7,426

その他の包括利益累計額合計 △88,612 △112,540

非支配株主持分 3,530,290 3,490,174

純資産合計 10,176,241 10,186,376

負債純資産合計 20,271,750 20,328,361
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 1,884,593 1,714,230

売上原価 1,022,076 949,164

売上総利益 862,516 765,066

販売費及び一般管理費 786,829 728,870

営業利益 75,687 36,195

営業外収益   

受取利息 7,547 1,208

受取配当金 8,290 603

負ののれん償却額 5,476 5,476

持分法による投資利益 353,028 93,387

その他 7,135 3,591

営業外収益合計 381,478 104,268

営業外費用   

支払利息 30,909 32,305

その他 15,987 20,031

営業外費用合計 46,897 52,337

経常利益 410,268 88,126

税金等調整前四半期純利益 410,268 88,126

法人税、住民税及び事業税 57,518 50,172

法人税等調整額 △24,358 △18,236

法人税等合計 33,160 31,935

四半期純利益 377,107 56,191

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
30,053 △40,113

親会社株主に帰属する四半期純利益 347,053 96,305
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 377,107 56,191

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △62,043 △18,260

持分法適用会社に対する持分相当額 2,455 △5,669

その他の包括利益合計 △59,588 △23,929

四半期包括利益 317,519 32,261

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 287,463 72,377

非支配株主に係る四半期包括利益 30,056 △40,116
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（株式併合）

当社は、平成30年5月21日開催の取締役会において、会社法第195条第1項の規定に基づき、単元株式数の変更

（1,000株から100株に変更）及び定款の一部変更について決議するとともに、平成30年6月27日開催の第75回定

時株主総会に株式併合（以下、「本株式併合」といいます。）に関する議案を付議することを決議し、同定時株

主総会で承認可決され、平成30年10月１日でその効力が発生いたします。

（１）株式併合の理由

全国証券取引所は、「売買単位の集約に向けた行動計画」を公表し、国内上場会社の普通株式の売買単位（単

元株式数）を100株に集約することを目指しております。当社は、東京証券取引所に上場する企業として、この

趣旨を尊重し、当社普通株式の売買単位を1,000株から100株に変更するにあたり、全国証券取引所が望ましいと

している水準（5万円以上50万円未満）を考慮のうえ、当社株式について中長期的な株価変動を勘案しつつ、投

資単位を適切な水準に調整することを目的として、また株主様の議決権の数に変更がないよう本株式併合（10株

を1株に併合）することといたしました。

 

（２）本株式併合の内容

①併合する株式の種類

普通株式

②併合の割合

平成30年10月1日をもって、平成30年9月30日の最終の株主名簿に記録された株主の所有株式10株につき1株の

割合で併合致します。

③減少する株式数（減少する株式数は、今後変動する可能性があります。）

発行済株式総数 450,993,208株

併合による減少株式数 405,893,888株

併合後の発行済株式総数 45,099,320株

 

（３）本株式併合、単元株式数の変更および定款の一部変更の日程

①取締役会決議日               平成30年5月21日

②定時株主総会決議日           平成30年6月27日

③本株式併合の効力発生日       平成30年10月1日（予定）

④単元株式数の変更の効力発生日 平成30年10月1日（予定）

 

（４）１株当たり情報に及ぼす影響

本株式併合が前連結会計年度の期首に実施されたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとおりです。

 

 前第１四半期連結累計期間

（自 平成29年４月１日

  至 平成29年６月30日)

 

当第１四半期連結累計期間

（自 平成30年４月１日

   至 平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 7円71銭 2円14銭

潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

 

－

 

－
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

支払手形 10,685千円 8,487千円

 

２　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形割引高 392,956千円 344,451千円

受取手形裏書譲渡高 68,685千円 68,811千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 48,709千円 46,168千円

負ののれんの償却額 △5,476千円 △5,476千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 22,504 0.05 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 22,504 0.05 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

 製造供給事業 住宅関連事業
投資・流通
サービス事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 566,772 1,226,060 91,760 1,884,593

セグメント間の内部売上高

又は振替高
145,021 40,885 55,378 241,285

計 711,794 1,266,945 147,139 2,125,878

セグメント利益又は損失(△) △21,794 19,931 55,245 53,382

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 53,382  

セグメント間取引消去 22,304  

四半期連結損益計算書の営業利益 75,687
 

 

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

 製造供給事業 住宅関連事業
投資・流通
サービス事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 558,882 1,111,843 43,504 1,714,230

セグメント間の内部売上高

又は振替高
102,524 46,469 54,571 203,565

計 661,406 1,158,313 98,076 1,917,796

セグメント利益又は損失(△) △15,905 8,694 32,567 25,356

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 25,356  

セグメント間取引消去 10,839  

四半期連結損益計算書の営業利益 36,195
 

 

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

フリージア・マクロス株式会社(E01620)

四半期報告書

15/18



（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 0円77銭 0円21銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
347,053 96,305

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
347,053 96,305

普通株式の期中平均株式数（千株） 450,099 450,089

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

フリージア・マクロス株式会社(E01620)

四半期報告書

17/18



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成30年８月14日

フリージア・マクロス株式会社

取締役会　御中

 

清流監査法人

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 加 悦  正 史   印

 

 業務執行社員 公認会計士 志 藤      篤   印

 
 
 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

るフリージア・マクロス株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１

四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平

成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フリージア・マクロス株式会社及

び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の

経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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